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平成 30 年度 日本老年看護学会生涯学習支援研修（基礎編）神戸会場 

開催日時 平成 30 年 9 月 22 日(土) 13:00～16:15 

会  場 三宮コンベンションセンター ５階 Room503  

参加者数  52 名  (会員 16 名、非会員 36 名 )  

運営担当 山崎(畿央大学)、西山(有馬温泉病院) 

テーマ・講師 

  １．高齢者の心身を捉える視点と評価方法  

    稲野聖子氏 老人看護専門看護師 市立池田病院 

  ２．摂食嚥下、排泄ケアのアセスメントと援助 

     ―高齢者の倫理的側面を考えた看護実践―  

    西山みどり氏 老人看護専門看護師 有馬温泉病院   

 

アンケート結果・感想 (回収数 50、有効回答数 50、回収率 96％) 

1． 参加者の概要および研修設定に対する意見  

1)会員(14)、非会員(36) 

2)現在の勤務先                        3）看護師経験年数 

 

4)今回の研修を知ったきっかけ 

ポスター（1）、 老年看護学会ホームページ（14）、 学会からのメール（2） 

ニュースレター（7） 上司の紹介（19）、 同僚の紹介（4）、 その他（3） 

                     

5)開催時期  良い（48）、 悪い （2）   ＜希望時期＞ 平日がよい 2 件 
 

6)開催場所  良い（43）、 悪い （7）   ＜理由＞場所が分かりづらかった。迷った。 
隣の部屋の声が大きく集中できないときがあった。 
交通の便が良かった。 

＜希望場所＞大学の講義室など、駅近く、 
大阪、東京、名古屋、四国(2) 

 
7)開催時間  良い（48）、 悪い (2)    ＜理由＞もっと各項目についてゆっくり学習したい。 

＜希望時間＞6時間くらい 

 

8)受講動機について（複数回答） 

テーマに関心があった（42）、講師に関心があった（8）、上司の勧め（15）、知人の勧め（3） 

会場がアクセスしやすかった（9）、参加費が安かった（20）、その他（6） 

９）会費について   

ちょうど良い（47）、もっと安くしてほしい（1）、もっと高くてもよい（2） 

一般病院

58%

介護施設

2%

教育機関

26%

その他

14%

3年未満

12% 3年以上5年未満
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2．研修会の内容について 

1）本日のテーマについて 

非常に興味がある（26）、まあ興味がある（19）、どちらでもない（2）、無回答（3） 

 

2)期待通りであったか 

    期待通り（26）、まあ期待通り（20）、どちらでもない（1）、無回答（3） 

 
3)老年看護における看護師の生涯学習支援について  

非常に必要（37）、まあ必要（10）、無回答（3） 
 
4）今後このような研修に参加したいか  

とても参加したい（24）、まあ参加したい（22）、無回答（4） 
 
5）今後取り上げてほしいテーマについて  

・基礎的な内容、基礎教育に役立てたい。   ・せん妄、不穏対応について 

・非がん患者の看取り            ・身体抑制をしない代替え方法 

・急性期病棟における実践          ・フィジカルアセスメント 

・倫理的視点を大切にした研修        ・口腔ケア         

・「認知症看護」「意思決定支援」テーマ 1つに絞り、じっくりと聞きたいと感じた。 

・単身者の意思決定支援（とくに透析適応者、胃瘻造設、DNAR） 

・院内でのチームでの活動がそれぞれ別の活動になっている。病院全体的に関われるチーム作り

や、事例を知りたい。           ・頻尿のケア 

 

6）認知症ケアを実践していて困っていること 

・スタッフ間の意識、意思決定への関わりにも差があり、上手に連携をとる方法が知りたい。 

・帰宅願望の強い患者、徘徊の患者様の対応 

・認知症ご本人の思いを受け止めてあげられない。 

・ＢＰＳＤやせん妄などの症状を全て「認知症」で片づけてしまうことがある。治療への拒否的な

態度は、患者の意思とも考えられ、ジレンマを感じる。また危険回避のための抑制にもジレンマを

感じる。 

・「認知症だから仕方がない」「伝えてもわかってもらえない」というケアをする側の考えがなかな

か変わっていかない。 

・現場と理想にギャップの差がある。 

・身寄りのない認知症高齢者の意思決定の方法 

・意思決定支援について（とくに透析適応者、胃瘻造設、DNAR）、後見人は医療的な決定はしても

らえない。カンファレンスで決まったことが本当に本人にとってそれでいいのか悩む。 

・介護職との連携、家族の理解 

・認知症本人方に確認するということが難しい。せん妄や入院時の混乱で認知症というレッテルが

張られやすい。できることはあるのに自由にしてもらえないことが多い。 

・怒りっぽくなり暴力的になっている男性患者へのケア 

 

7)その他（自由記載） 

    ・スライドと資料のレジメがばらばらで話の流れが途切れ、内容が頭に入りにくかった。 

・高齢者の特性、意思決定、エンドオブケアなど、１つづつを深く講座してほしい。 

・講演はとても分かりやすくてたくさんの学びがありました。 

・照明がつきっぱなしでスライドがみにくかった。 

                                      以上 


